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１　基本施策に対する基本姿勢

現状

本市の農業・農村を取り巻く現状は、農業従事者の高齢化や後継者不足、また、農産物販売価格の低迷等、国内農業全般に共通する深刻な課
題を抱えています。これに加えて、農産物の輸入と貿易自由化に係る国際情勢の変化への対応が迫られています。
　過去に施工した農業用水利施設が耐用年数を迎え、経年劣化により不具合が生じており、更新事業が必要です。また、担い手集積のために
、耕作条件整備を図る必要があります。

基本方針
(目指すべき方向性)

農業を基幹産業としてとらえ、農業の魅力を高め、担い手を確保・育成するとともに、農地の集積を図ることで、農業経営の効率化と安定化
を目指します。

２　施策指標

指標 単位 （設定時）目標値 H28 H29 H30 達成率 進捗状況 所管課

認定農業者数 経営体 267 270 280 103.7 順調 農政課

集落営農組織数 組織 27 28 27 96.4 停滞 農政課

施策指標の進捗状況と分析

３　基本施策を構成する事務事業の評価 （単位：円）

No コード 事務事業名 所管課 重点化
事業費 事務事業の状況

H28 H29 H30 H31 R 2 合計 事業区分 新/継 終期 方向性 正規職員数

1 0106710
三郷農村環境改善セ
ンター施設管理事業

耕地担当 8,227,359 7,628,678 9,541,395 25,397,432
施設の管理
運営

継続 期限なし

現状のまま
事業を実施
することが
適当

0.1

2 0106720
農村公園遊具更新事
業

耕地担当 5,400,000 5,400,000 2,550,000 2,350,000 15,700,000
ハード（継
続）

継続 期限なし
事業の進め
方の改善が
必要

0.2

3 0106760
農業用水路改修工事
(土地改良施設維持
管理適正化)

耕地担当 5,538,000 10,647,860 4,019,000 360,000 8,214,000 28,778,860
ハード（継
続）

継続 期限なし

現状のまま
事業を実施
することが
適当

0.2

4 0106780
農地保全活動交付金
（多面的機能支払）

耕地担当 201,580,310 217,632,804 233,215,836 652,428,950 義務業務 継続 期限なし

現状のまま
事業を実施
することが
適当

1.7

5 0106790
農業施設維持工事（
市単）

耕地担当 〇53,629,091 43,495,268 36,583,550 38,547,000 38,527,000 210,781,909
ハード（継
続）

継続 期限なし

現状のまま
事業を実施
することが
適当

0.6

6 0106820
農業用排水路工事・
農道舗装工事（団体
営）

耕地担当 25,895,134 35,923,673 49,256,900 37,133,000 52,408,000 200,616,707
ハード（継
続）

継続 期限なし

現状のまま
事業を実施
することが
適当

0.6

7 0106840
ほ場整備負担金（経
営体育成基盤整備）

耕地担当 90,690,110 40,582,549 39,470,508 170,743,167 定型業務 継続 令和 2

現状のまま
事業を実施
することが
適当

2

合計 385,560,004 361,310,832 377,487,189 78,590,000 101,499,000 1,304,447,025

事務事業量とコスト
(費用対効果)の分析

・三郷農村環境改善センターについては、指定管理者による円滑な運営が図られている。
・農村公園遊具更新については、鉄製遊具に更新した事により、木製に比べ次期の更新期間を伸ばすことができた。
・多面的機能支払交付金事業により、各組織の取組により、地域資源の質的向上を図る共同活動や施設の長寿命化のための活動によ
り適切に維持管理がされている。

重点化事務事業の考え方
・農業水利施設の個別施設計画を策定し、個々の施設の構造・規格・機能診断・概算対策費用調査し、計画的、効率的な補修更新を
実施することで事業費の平準化も図ることができる。

縮減・廃止事務事業の考え方 ・経営体育成基盤整備の県営ほ場整備烏川地区は、基盤整備工事は終了となり、今後は換地業務が主業務となる。

総合評価
(次年度へ向けた課題の抽出含)

・農地保全活動交付金（多面的機能支払交付金事業）については、広域活動組織による取り組みにより、有利な交付金により事業活
動を実施する。
・老朽化した農業用水利施設等は、インフラ長寿命化計画（行動計画）に基づき、個別施設計画を策定し、計画的な維持管理・更新
等を推進していく。
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１　基本施策に対する基本姿勢

現状
木材価格の低迷等により、森林所有者はじめ地域の森林への関心が薄れ、手入れの行き届かない森林が増加しています。また、松くい虫被害
が高水準で推移し、清らかな水や空気を育み、土砂災害や地球温暖化を防止するなどの森林の持つ多面的機能が低下しています。
　また、間伐等森林整備に必要な作業道などの路網整備が進んでいない現状であります。

基本方針
(目指すべき方向性)

担い手や後継者の確保と育成に取り組み、森林の持つ多面的機能を保全し、市民生活の安全性を担保するとともに、豊かな森林の次代への継
承を目指します。

２　施策指標

指標 単位 （設定時）目標値 H28 H29 H30 達成率 進捗状況 所管課

林業従事者数 人 53 57 53 93 停滞 耕地林務課

林内路網 ｍ/ha 30.0 31.7 30.3 95.6 順調 耕地林務課

施策指標の進捗状況と分析

３　基本施策を構成する事務事業の評価 （単位：円）

No コード 事務事業名 所管課 重点化
事業費 事務事業の状況

H28 H29 H30 H31 R 2 合計 事業区分 新/継 終期 方向性 正規職員数

1 0106060
有害鳥獣駆除対策事
業

林務担当 11,438,000 13,197,859 13,028,499 37,664,358 定型業務 継続 期限なし
事業の進め
方の改善が
必要

0.67

2 0106582
林地台帳整備運用事
業

林務担当 7,567,614 7,567,614 義務業務 新規 期限なし

現状のまま
事業を実施
することが
適当

0.3

3 0106590
里山再生計画推進事
業

林務担当 3,972,900 3,073,960 2,886,048 6,262,000 4,858,000 21,052,908 政策的業務 継続 期限なし

現状のまま
事業を実施
することが
適当

1.63

4 0106600
長峰山森林体験交流
センター事業

林務担当 18,352,960 14,751,160 14,907,760 48,011,880
施設の管理
運営

継続 令和 5

事業の縮小
・廃止のス
ケジュール
を検討

0.12

5 0106602
長峰山森林体験交流
センター改修事業

林務担当 7,495,200 7,495,200
ハード（新
規）

新規 令和 6以降
事業の進め
方の改善が
必要

0.13

6 0106610
松くい虫防除対策事
業

林務担当 191,285,858 123,328,910 122,761,716 144,226,000 131,326,000 712,928,484 義務業務 継続 期限なし
事業の抜本
的な見直し
が必要

1.13

7 0106620
松くい虫被害対策更
新伐事業

林務担当 44,755,200 34,785,720 13,694,400 10,120,000 10,120,000 113,475,320
ハード（継
続）

継続 期限なし
事業の進め
方の改善が
必要

0.5

8 0106630
松くい虫防除対策事
業市単補助事業

林務担当 29,953,715 29,551,824 25,256,937 28,990,000 30,159,000 143,911,476 政策的業務 継続 期限なし
事業の進め
方の改善が
必要

1

9 0106640 市有林森林整備事業 林務担当 3,796,824 13,243,543 7,471,417 24,511,784 定型業務 継続 期限なし
事業の進め
方の改善が
必要

0.5

10 0106670 市単林道維持事業 林務担当 20,782,484 17,509,958 17,340,210 55,632,652
施設の管理
運営

継続 期限なし

現状のまま
事業を実施
することが
適当

0.25

11 0106680
林道危険箇所重点整
備事業

林務担当 28,663,200 34,797,600 23,420,880 70,595,000 39,176,000 196,652,680
ハード（継
続）

継続 期限なし

現状のまま
事業を実施
することが
適当

0.36

合計 353,001,141 284,240,534 255,830,681 260,193,000 215,639,000 1,368,904,356

事務事業量とコスト
(費用対効果)の分析

・有害鳥獣駆除により、農林業被害の軽減が図られ、ツキノワグマ等の出没から、人的被害を防ぐ事が出来た。
・里山再生計画の推進については、本年で4年となり、里山への関心を高める様々な取組みにより、市民の参加が徐々に増え、定着
化しつつ取組につながってきている。
・長峰山森林体験交流センター改修事業については、展望台の木部に保護塗装を実施し、長寿命化を図ることができた。
・松くい虫被害対策は、守るべき松林と微害地の徹底的な駆除と激害地におけるライフライン保全対策を重点的に実施した。
・林道危険個所重点整備事業については、補助事業を活用して改良工事を実施し、通行者の安全を確保している。

重点化事務事業の考え方

縮減・廃止事務事業の考え方
・松くい虫被害対策は、守るべき松林と微害地の徹底的駆除を重点的に行い、その他被害地においてはライフラインの保全を対象と
した伐採のみの対策に限定し実施をする。また、更新伐については、市が事業主体の計画地は完了したことから、今後は林業事業体
が主体で取組む事業へ支援する方向で進める。

総合評価
(次年度へ向けた課題の抽出含)

・有害鳥獣駆除対策は、予防対策事業と連携強化を図ることにより、効率的・効果的な駆除対策に取り組む。
・里山再生計画の推進については、計画期間の最終年となるため、これまでの点検・評価を確認し、次期計画の策定を進める。
・長峰山森林体験交流センターについては、施設の老朽化対応や施設の譲渡に向けた検討を進めていく。
・松くい虫市単補助事業については、前年に比べ減少傾向にあるが、以前市民ニーズの高い事業であることから、現状に合ったが新
たな対策の検討が必要である。
・林道危険個所重点整備事業は、国の補助金の交付により実施しているため、計画通りに進んでいない。


